
   

東京大学鎌倉淡青会会員各位 

 

「鎌倉淡青会令和４年度年次総会」ご案内 
令和４年４月吉日 

東京大学鎌倉淡青会会長 立松修 

 

年次総会の開催をお知らせいたします。会におきましては昨年度の活動をご報告するとと

もに、例年通り重要事項の審議をお願いしたいと存じます。 

総会に引き続いて東京大学先端科学技術研究センターの稲見昌彦教授による講演会と引き

続き懇親会を企画致しました。奮ってのご参加をお願い申し上げます。 

 

記 

 

開催日時：令和４年６月１７日（金）１１：００～１６：１５（受付開始１０：３０）  

開催場所：総会・講演 鎌倉商工会議所地下ホール 

   懇親会 山下飯店      

開催次第：（１）令和元年年次総会              ⒒:00～12:00 

  （２）来賓紹介        12:00～12:30 

（３）講演 「心」と「体」の新たな関係  稲見昌彦教授      12 30～14:15 

（４）会場変更  鎌倉商工会議所から山下飯店    14:15～14:45 

         （５）懇親会                    14:45～16:15 

参 加 費： 総会・講演のみ参加 500 円＋年会費 2,000 円 

    懇親会含め参加        5,000 円＋年会費 2,000 円 

申込期限： ５月 31 日（火） 

申 込 先：総会・講演のみのご参加か懇親会迄含めてのご参加かを明記の上 

   メールまたは Fax で下記までお申し込み下さい。  

      Fax：          メール：  

……………………………………………………………………………………… 

稲見昌彦教授のプロフィールと講演の概要を次ページに添付致します。 

 



   

 

 

稲見昌彦教授のプロフィール（Wikipedia より） 

 

東京生まれ。1990 年、私立駒場東邦高校卒。1994 年、東京工業大学生命理工学部生物工学

科卒。1996 年、同大学大学院生命理工学研究科修士課程修了。1999 年、東京大学大学院工

学系研究科博士課程修了。東京大学リサーチアソシエイト、マサチューセッツ工科大学コン

ピュータ科学･人工知能研究所客員研究員、電気通信大学電気通信学部知能機械工学科教授、

慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科教授などを経て現職。 

 

漫画『攻殻機動隊』に登場する技術「熱光学迷彩」をモチーフとした、再帰性反射を利用し

た光学迷彩を実際に開発した研究者として世界的に有名。東京工業大学在学時は入学当初

より学生サークル『東工大ロボット技術研究会』に所属し、趣味でバーチャルリアリティシ

ステムを多数自作した。2003 年、米国「TIME」誌 Coolest Inventions2003 に選定。 

 

講演概要： 

現在我々は Society4.0 とも位置付けられる情報化社会に生きている。そして

情報化とは脱物質化・脱身体化とも換言できる。情報化により様々なサービス

やビジネスが生まれた。今回のコロナ禍であっても、大学や企業において講義

や会議を辛うじて行うことができたのも情報化の貢献といえる。しかしなが

ら、現状の遠隔会議システムをはじめとする情報ツールを介したコミュニケー

ションにおける身体性の喪失により、諸問題が顕在化しつつある。テレイグジ

スタンス技術やアバター技術、触覚技術などは情報化社会に身体性を取り戻

す、いわばポスト身体社会を目指した試みともとらえることができる。本講演

ではポスト身体社会にける多様な身体性を扱うための研究「自在化身体」につ

いて紹介するとともに、Society5.0 における「こころ」と「からだ」の新たな

関係を展望する。 

 


